
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用

いて自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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・保育内容の充実や子どもの育ちにどのようにつながり、継続的な指導計画になっ

ているのかを検証する。 

・職員一人一人が多面的に発達の気づきを確かめ合い子どもの成長の広がりや深ま

りを大切にするための検討や協議を重ね定着していく。 

・何を伝えることが見える化につながるのか、子どもの姿が彷彿として捉えられる

よう、内面の育ちがぶれない見方・考え方の発信に努める 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

こども・子ども・高

齢者・障害者との

「信任」の構築 

日々の主体的な活動を把握し、個々の充足感や思いを受け止め

職員間で協議するなど継続と改善を通し、質向上への意識を高

く持つ。 

保護者との「信頼」

の構築 

行事ごとのアンケートの実施を行い、満足度の把握と課題の抽

出・改善に努める。 

地域との「信任」の

構築 

園内の様子や取り組み内容を HP や SNS を活用し、活動の家庭に

きちんと裏付けた発信内容を工夫するなど、具体的な見えるか

を実施する。 

 


